
文教警察委員会会議記録

文教警察委員長 三浦 正臣

１ 日 時

令和元年６月３日（月） 午後２時０１分から

午後４時５７分まで

２ 場 所

第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

三浦正臣、嶋幸一、阿部長夫、阿部英仁、成迫健児、高橋肇、小嶋秀行

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

堤栄三

６ 出席した執行部関係の職・氏名

教育長 工藤利明、警察本部長 石川泰三 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）令和元年度行政組織及び重点事業等について、執行部から説明を受けた。

（２） 、治安情勢に県立国東高等学校双国校の今後と県立国東高等学校の学科新設について

ついて及びラグビーワールドカップ２０１９に向けた警備諸対策の推進状況について、執

行部から説明を受けた。

（３）県内所管事務調査の行程について決定した。

（４）県外所管事務調査を９月１１日から１３日に実施することを決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 主幹 秋本昇二郎

政策調査課調査広報班 主事 佐藤千種



文教警察委員会次第

日時：令和元年６月３日（月）１４：００～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 教育委員会関係 １４：００～１５：４５

（１）令和元年度行政組織及び重点事業等について

（２）諸般の報告

①県立国東高等学校双国校の今後と県立国東高等学校の学科新設について

（３）その他

３ 警察本部関係 １６：００～１７：００

（１）治安情勢について

（２）令和元年度行政組織及び重点事業等について

①組織の概要について

②警察本部当初予算関係について

（３）諸般の報告

①ラグビーワールドカップ２０１９に向けた警備諸対策の推進状況について

（４）その他

４ 協議事項 １７：００～１７：１０

（１）県内所管事務調査について

（２）県外所管事務調査について

（３）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、委員会を開催しま三浦委員長

す。

これより、教育委員会関係の説明に入ります

が、本日は初めての委員会でもありますので、

まず、私から御挨拶を申し上げます。

改めまして、本年度、文教警察委員長を仰せ

つかりました三浦正臣でございます。どうぞ、

よろしくお願い申し上げます。

工藤教育長をはじめ、執行部の皆さま方には、

平素から大分県の教育行政の推進に御尽力いた

だいておりますことに、まずもって、心より敬

意と感謝を申し上げるところです。

さて、久住高原農業高校が開校し、先月２１

日には、くじゅうアグリ創生塾の開所式も行わ

れ、私も参加したところです。これにより、本

県の農業教育が一層充実し、県内の農業就業人

口の増加と農業算出額の上昇に結びつくことを、

切に希望しています。

また、児童生徒の学力・体力の向上や豊かな

心の育成、安全・安心な学校づくり、教職員の

資質向上など、教育を取り巻く諸課題は様々で

すが、本県の教育をさらに向上させるためには、

家庭や地域社会と相互に連携、協力しながら、

学校現場で成果を上げていくことが重要です。

皆さま方には、県民の信頼と期待に応えるた

め、全力で取り組んでいただきたいと思います。

本委員会としても、真に豊かな大分県の教育の

実現に向け、全力を傾注していきたいと考えて

います。

今後１年間、皆さんの御協力をいただきなが

ら、充実した委員会運営に努めてまいりますの

で、どうぞよろしくお願いします。

それでは、委員の皆さんの自己紹介をお願い

します。

〔委員自己紹介〕

また、本日は委員外議員として堤三浦委員長

議員に出席いただいています。

次に、事務局職員を紹介します。議事課の秋

本君です。（起立挨拶）

政策調査課の佐藤君です。（起立三浦委員長

挨拶）

続いて、執行部の自己紹介をお願三浦委員長

いします。

教育長の工藤でございます。工藤教育長

三浦委員長をはじめ、文教警察委員の皆さま

方には、常日頃から教育行政の推進にいろいろ

と御尽力をいただいておりますことに改めて厚

く御礼申し上げます。

今、三浦委員長からも御紹介いただきました

ように、今年度に入って、農業関係の高校、さ

らには待望であった武道スポーツセンターもい

よいよ一般使用ができるようになったというこ

とで、大変ありがたい状況となっています。

また、学力・体力の面においても、何とか成

果につながりつつありますけれども、逆にまだ

まだ課題の大きいところも見えてきています。

特に不登校の問題等については、なかなか縮小

傾向にない、やはり数がどうしても多いという

状況があります。また、いろいろとお知恵を拝

借しながら、考えていかなければならないと思

っています。

そういった意味で、今年度は県の長計「安心

・活力・発展プラン２０１５」の見直しをする、

それにあわせて、教育長計、「教育県大分」創

造プランの見直しもしていきます。特に県の関

係で改善すべきところはしっかり変えていこう

と今取組をスタートしています。

この１年間、いろいろと教育を取り巻く情勢

も変わると思いますし、また、御相談をしなけ

ればならない点も多くなるのではないかと思っ

ていますけれども、引き続きよろしくお願いし

ます。

本日の委員会では、今年度の教育委員会の行

政組織及び重点事業と諸般の報告１件について、

次長及び担当課長から御説明しますので、どう

ぞよろしくお願いします。

それでは、幹部職員から自己紹介申し上げま

す。
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〔幹部職員自己紹介〕

ありがとうございました。三浦委員長

ここで、委員外議員の発言について、委員の

皆さんにお諮りします。

委員外議員からの発言の申出については、会

議規則により委員会がそれを許すか否かを決め

ると定められていますが、議事の円滑な運営の

ため、本日の委員会以降、委員の皆さまから特

に御異議が出た場合を除き、その発言を許すか

否かについては、委員長に御一任いただきたい

と思いますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり」〕

御異議がないので、委員外議員の三浦委員長

発言の許可については、委員長に御一任いただ

きます。

また、委員外議員にお願いします。発言を希

望する場合は、委員の質疑の終了後に挙手し、

私から指名を受けた後、長時間にわたらないよ

う要点を簡潔に御発言願います。

なお、進行状況を勘案しながら進めてまいり

ますので、委員外議員は、あらかじめ御了承願

います。

それでは、教育委員会関係の令和元年度行政

組織及び重点事業等について、執行部の説明を

求めます。

それでは、令和元年度の行政法華津教育次長

組織及び重点事業等のうち、教育委員会組織等

について説明します。

お手元の文教警察委員会説明資料の１ページ

をお開き願います。

１の教育委員会ですが、教育長と５名の教育

委員による合議制の執行機関です。教育の政治

的中立性、継続性、安定性の確保に意を用いつ

つ、他方で総合教育会議等の仕組みが設けられ

た趣旨を踏まえ、知事部局との連携を図ってい

きます。

また、委員会会議の開催にあたっては、議案

のみならず協議・報告事項を多数設定し、率直

な意見交換を行うなど、委員会の活性化に努め

ているところです。さらに、学校現場や市町村

教育委員会の実情把握、課題認識の共有等をし

っかりと行い、教育行政の推進に取り組んでい

きます。

次に、２の教育庁の組織については、まず、

本庁においては、本年４月１日付けで幼児教育

に係る研修を一元的に行い、県内の幼稚園、認

定こども園、保育所に勤務する幼稚園教諭、保

育教諭、保育士等の資質・能力の向上を図るた

め、義務教育課内に新たに幼児教育センターを

設置しました。また、４月２６日付けで県立武

道スポーツセンターの建設工事の完了に伴い、

屋内スポーツ施設建設推進室を廃止しました。

これにより、今年度は総務・改革、高校教育

・スポーツ、義務教育・社会教育の各部門担当

次長の下、教育改革・企画課以下１２課と新設

した幼児教育センターを合わせて１３所属とな

っています。

なお、武道スポーツセンターに関する事務に

ついては、体育保健課の所掌としています。

次に、１ページの中段の右側に記載している

地方機関については、教育事務所６か所の計６

施設です。

次に、教育機関については４月１日付けで、

高校教育課が所管する教育機関として、次代の

農業を担う人材の育成を図るため、県内の農業

系学科の生徒などの研修施設として、県立くじ

ゅうアグリ創生塾を新設しました。これにより、

教育機関は、教育人事課所管の１施設、社会教

育課所管の３施設、文化課所管の３施設と合わ

せて、８施設となっています。

３の職員数ですが、４月２６日現在で３８１

名です。

次に、４の県立学校については、県立久住高

原農業高校の開校により、高等学校が本校３８

校と分校２校、定時・通信制１校、特別支援学

校が本校１４校と分校２校、中学校が１校の合

計５８校です。

以上の組織体制のもと、大分県の教育の振興

を図っていきます。

続いて、今年度の大中村教育改革・企画課長

分県教育委員会の重点方針について説明します。

説明資料２ページをお願いします。

まず、２ページの左側を御覧ください。今年

度の大分県教育委員会重点方針では大きく３点
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を掲げています。

１点目は、子どもの力と意欲の向上に向けた

組織的な取組の推進です。「教育県大分」創造

プラン２０１６、「芯の通った学校組織」推進

プラン第２ステージを踏まえ、教育課題への組

織的取組を進めることで教育水準の向上を図っ

ていきます。また、教員の長時間勤務を改善し、

子どもと向き合う時間を確保するため、専門ス

タッフ・外部人材の活用や学校が担うべき業務

の精選・効率化を図るなど学校における働き方

改革を推進していきます。

その下、枠囲み部分にありますとおり、「芯

の通った学校組織」を基盤とした教育水準の向

上として、学校マネジメントの深化、授業改善

の徹底、体力向上の推進・健康課題への対応、

いじめ・不登校対策等の推進に力を入れていき

ます。

また、大分県版「チーム学校」の実現、学校

における働き方改革の推進として、スクール・

カウンセラー、スクールソーシャルワーカーな

ど専門スタッフ等の活用、部活動の改革、ＩＣ

Ｔの活用等による業務改善を進めていきます。

２点目は、地域を担う人づくりと活力ある地

域づくりの推進です。

「まち･ひと･しごと創生大分県総合戦略」を

踏まえ、教育、文化・スポーツ面から、地方創

生を担う多様な人材の育成を推進します。特に

重点的なものとして、高校の魅力化・特色化と

産業教育の活性化、幼児教育の充実を図ってい

きます。

３点目は教育環境の整備として、学校の空調

設備の新設や特別支援学校の再編等整備の推進、

ＩＣＴ環境の整備により、学校の施設整備の充

実を図っていきます。

２ページの右側を御覧ください。

各分野別の重点項目については、縦書きで表

示している大分県長期教育計画の四つの分野に

基づき施策を整理しています。学校教育、社会

教育、文化財・伝統文化、スポーツのそれぞれ

四つの分野について、ローマ数字の八つのカテ

ゴリの中に重点項目を記載しています。

さらに、大分県長期教育計画を策定した平成

２８年以降、新たな課題として欄外に日本語指

導を必要とする外国人児童生徒等への教育の充

実に向けた検討や教職員の人材確保に向けたさ

らなる取組の検討についても記載をしています。

この重点方針のもと、大分県教育委員会とし

て全力を尽くしていきます。

令和元年度教育委員会予算佐藤教育財務課長

の概要について説明します。

説明資料の３ページをお願いします。

一番上の欄を御覧ください。教育委員会の予

算額は左から２列目、令和元年度当初予算額の

欄の上から３段目にあるように１，１２２億５，

９３２万２千円です。

これを右から３列目の平成３０年度当初予算

額と比較すると、その右の欄にあるように、額

にして４４億５，５０３万３千円の減、伸び率

は９６．２％で、３．８％の減となっています。

内訳はその上のとおり、人件費が約３億４千万

円の減、事業費が約４１億円の減となっていま

す。

人件費の減は、教職員数の減などに伴うもの

です。事業費の減は、本年４月に完成した県立

武道スポーツセンターの建設に係る経費が約３

１億円の減額になること、また、本年４月に統

一地方選挙が行われたことから、骨格予算とし

て編成された当初予算の段階では、県立学校の

施設整備に係る経費が約１１億円の減額となっ

ていることが主な要因です。

続いて、教育庁各課中村教育改革・企画課長

室組織・分掌・重点事業について説明します。

まず、教育改革・企画課です。委員会資料の

４ページをお願いします。

まず、１の組織についてですが、総務班、広

報・調整班、経理班、改革企画班、法務班の五

つの班で構成し、職員数は２４名となっていま

す。

また、地方機関は中津、別府、大分、佐伯、

竹田、日田の６教育事務所があり、職員数は全

部で５０名となっています。

次に、資料５ページをお願いします。

２の分掌事務についてですが、主なものとし

て、（１）教育改革の推進に関すること、
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（３）教育委員会の議事及び議事録に関するこ

と、（５）教育庁及び教育機関（学校を除く）

の組織に関すること、（７）教育に係る広報広

聴に関すること、（１１）訴訟に関する事務の

連絡調整に関することなどを担当しています。

次に、３の重点事業についてですが、当課で

は、（１）「芯の通った学校組織」を基盤とし

た教育水準の向上に努めていきます。

教育人事課です。委員会資渡辺教育人事課長

料の６ページをお願いします。

まず、１の組織についてですが、企画・研修

班、給与制度班、給与管理班、教育庁人事班、

小中学校人事班、県立学校人事班、採用試験・

免許班の七つの班で構成し、職員数は３１名と

なっています。また、教育センターについては、

総務企画部、教科研修部、特別支援教育部、教

育相談部の四つの部で構成し、職員数は２９名

となっています。

次に、２の分掌事務について、主なものとし

て、（１）教育庁及び教育機関の職員並びに市

町村立学校県費負担教職員の人事に関すること、

（３）教職員の定数に関すること、（６）と

（７）教員等の採用選考試験、校長等管理職の

昇任選考試験に関すること、（８）教職員の給

与、手当等に関すること、（１２）教職員の研

修の総括に関することなどを担当しています。

次に、３の重点事業についてですが、（１）

スクール・サポート・スタッフの配置活用等に

よる学校における働き方改革の推進です。

スクール・サポート・スタッフの配置活用等

により、教員の授業準備等の負担を軽減し、児

童・生徒と向き合う時間を増やすなど、学校に

おける働き方改革を進めていきます。また、引

き続き（２）広域人事異動や教職員評価システ

ムの効果的運用等を通じた教職員の人材育成と

教職員の意識改革を図っていきます。

教育財務課です。委員会資佐藤教育財務課長

料の７ページをお願いします。

まず、１の組織についてですが、企画・予算

班、学校運営支援班、情報化推進班、施設管理

班の四つの班で構成し、職員数は大分県奨学会

への業務援助を含め、２１名となっています。

次に、２の分掌事務についてですが、主なも

のとして、（３）県立学校等の施設及び設備の

整備に関すること、（６）就学奨励に関するこ

と、（８）教育費の予算に係る事務の総括に関

すること、（９）情報化の推進に係る事務の総

括及び連絡調整に関することなどを担当してい

ます。

次に、３の重点事業ですが、（１）県立学校

施設整備の推進については、教育環境の改善を

図るため、老朽化した校舎等の長寿命化を目的

とした大規模改造事業や新たな土木系学科の新

設に伴う施設整備、また、第三次特別支援教育

推進計画に基づく高等特別支援学校の新設や聾

学校の移転新築など県立学校の施設整備を進め

ていきます。

（２）教育の情報化の推進については、情報

活用能力の育成を図るため、タブレット端末や

電子黒板などＩＣＴ機器の計画的整備や教員の

スキルアップ研修を実施するとともに、特別支

援学校における校務支援システムの導入などに

取り組みます。

福利課です。委員会資料の８ペ阿部福利課長

ージをお願いします。

まず、１の組織についてですが、管理予算班、

健康支援班の二つの班で構成し、職員数は１１

名となっています。

次に、２の分掌事務についてですが、主なも

のとして、（１）教育庁及び教育機関の職員の

保健、元気回復及び安全衛生に関すること、

（３）職員宿舎及び職員住宅に関すること、

（６）公立学校共済組合大分支部に関すること

などを担当しています。

次に、３の重点事業についてですが、知事部

局職員よりも健康診断の有所見者の割合が多い

（１）若年教職員に対する生活習慣病予防対策

・メンタルヘルス対策の推進を進めていきます。

今年度の取組として、若手職員健康づくりセ

ミナーやこころのコンシュルジュによるメンタ

ルヘルスサポートなどを実施していきます。

学校安全・安心蓑田学校安全・安心支援課長

支援課です。９ページをお願いします。

１の組織です。安全・安心企画班、学校防災
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・安全班、いじめ・不登校対策班の三つの班で

構成し、職員数は１２名となっています。

次に、２の分掌事務についてですが、主なも

のとして、（１）教育に係る子どもの貧困対策

の総合企画並びに指導、助言及び連絡調整に関

すること、（２）生徒指導に係る総合企画並び

に指導、助言及び連絡調整に関すること、

（５）学校安全に関することなどを担当してい

ます。

次に、３の重点事業についてです。（１）ス

クールカウンセラー、スクールソーシャルワー

カー、スクールロイヤー等の専門スタッフの効

果的活用によるいじめ・不登校対策・貧困対策

等の充実・強化、（２）防災教育コーディネー

ターの配置や登下校時の安全確保対策等による

防災・防犯体制の強化です。

義務教育課です。資料の１内海義務教育課長

０ページをお願いします。

まず、１の組織についてです。管理予算班、

幼児教育推進班、学力向上支援班、義務教育指

導班の四つの班で構成し、職員数は１７名とな

っています。

義務教育課長と幼児教育推進班員は、この後

に説明をする今年度新設の幼児教育センターと

兼務・併任となっています。

次に、２の分掌事務についてです。主なもの

として、（１）と（２）市町村立学校の教育課

程、学習指導等の学校教育に関すること及びそ

れらの指導及び助言、（３）と（４）市町村立

学校の学力向上対策に関すること及び全国・県

の学力調査に関すること、（５）教科用図書、

その他教材の取扱いに関することなどを担当し

ています。

次に、３の重点事業についてです。（１）新

学習指導要領の円滑な実施に向けた指導・支援

を進めていきます。新学習指導要領の全面実施

は、小学校は令和２年度から、中学校は令和３

年度からとなります。カリキュラム・マネジメ

ント、小学校の英語教育、プログラミング教育

などにも対応できるよう、中学校も含め充実し

た研修の提供等を行います。

（２）と（３）付けたい力を意識した密度の

濃い授業実現に向け、授業改善に今年度も力を

入れていきます。新大分スタンダードを軸とす

る授業により、県内の子どもたちに力を付けて

もらえるよう指導・支援を進めていきます。

続いて、幼児教育センターです。委員会資料

の１１ページをお願いします。

１の組織についてです。幼児教育センターは

今年度、別館６階に新設し、資料に記載してい

る所長を含めた正規職員４名と、ほかに幼児教

育アドバイザーとして３名の非常勤職員を配置

し、計７名体勢となっています。

次に、２の分掌事務です。（１）幼児教育関

係職員――幼稚園教諭、保育教諭、保育士等の

研修に関すること、（２）幼児教育の助言に関

すること、（３）幼児教育に係る情報の収集及

び提供に関すること、（４）幼児教育に係る関

係機関及び関係団体との連絡調整に関すること

を担当し、福祉保健部こども未来課と連携しな

がら、県内の教育・保育水準の向上を目指しま

す。

次に、３の重点事業についてです。新幼稚園

教育要領等が昨年度から全面実施となっていま

す。この教育要領等の理解促進を図り、幼児教

育の充実と研修体制・体系の整備を進めていき

ます。

特別支援教育課です。後藤特別支援教育課長

委員会資料の１２ページをお開きください。

まず、１の組織についてです。企画・整備班、

指導班の二つの班で構成し、職員数は１０名と

なっています。

２の分掌事務については、主なものとして

（１）県立特別支援学校及び特別支援学級にお

ける教育その他の教育上特別の支援を必要とす

る児童・生徒及び幼児に対する教育の振興に係

る総合企画並びに指導、助言及び連絡調整に関

すること、（２）県立特別支援学校の高等部の

入学定員の策定及び入学者選考に関すること、

（３）県立特別支援学校の就学に関することな

どを担当しています。

次に、３の重点事業についてです。平成３０

年２月に策定した第三次大分県特別支援教育推

進計画の着実な実施に努めます。（２）に掲げ



- 6 -

ていますが、大分県立聾学校や本県初となる高

等特別支援学校の整備に向け、校舎の設計や教

育課程の検討等を進めていきます。また、

（１）新学習指導要領の円滑な実施に向け、指

導をしていきます。

高校教育課です。委員会久保田高校教育課長

資料の１３ページをお願いします。

まず、１の組織についてですが、管理予算班、

高校教育指導班、グローバル人材育成推進班、

産業教育指導班、高校改革推進班の五つの班で

構成し、職員数は２２名となっています。

次に、２の分掌事務についてです。主なもの

として、（１）県立高等学校及び県立中学校の

教育課程、学習指導、進路指導等に関すること、

（５）産業教育、定時制教育及び通信教育に関

すること、（８）県立高等学校の適正規模及び

学校・学科の適正配置に関すること、（１０）

県立高等学校及び県立中学校の入学者選抜に関

することなどを担当しています。

次に、３の重点事業についてです。新たな大

学入学者選抜や新学習指導要領の実施に向けた

指導・支援の充実、主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善をさらに進めていきま

す。また、くじゅうアグリ創生塾との相乗効果

をいかした農業教育の充実など、地域産業界と

の連携強化による地域の活性化に貢献する、魅

力・特色ある高等学校づくりを推進していきま

す。

社会教育課です。委員会資石井社会教育課長

料の１４ページをお願いします。

まず、１の組織についてですが、管理予算班、

生涯学習推進班、社会教育班の三つの班で構成

し、職員数は１６名となっています。

地方機関として、県立図書館については、総

務企画課、サービス課、学校・地域支援課の三

つの課で構成し、職員数は２９名となっていま

す。

また、香々地青少年の家は事業課で構成し、

職員数は７名、九重青少年の家は事業課で構成

し、職員数は８名です。

次に、２の分掌事務についてです。主なもの

として、（１）生涯学習の推進のための施策の

企画及び連絡調整に関すること、（２）社会教

育の振興のための企画及び指導助言に関するこ

と、（３）公民館、図書館、青少年教育施設そ

の他の社会教育施設に関することなどを担当し

ています。

次に、３の重点事業についてです。（１）地

域人材の育成に向けた団体支援や電子書籍の試

験導入等「知の拠点」としての県立図書館の機

能充実、（２）地域における子どもの学びの充

実に向けた広域・多機能型「協育」ネットワー

クの推進を進めていきます。

今年度は、特に、「協育」ネットワークを学

校との連携による地域学校協働活動の推進に取

り組んでいきます。

人権・同和教育課で永井人権・同和教育課長

す。委員会資料の１５ページをお願いします。

まず、１の組織についてです。管理予算班、

人権教育推進班の二つの班で構成し、職員数は

８名となっています。

次に、２の分掌事務についてです。主なもの

として、（１）人権教育行政の推進に係る企画

調整に関すること、（３）同和教育行政の企画

調整及び推進に関することなどを担当していま

す。

次に、３の重点事業ですが、（１）小・中・

高の系統的な人権教育を進めていきます。今年

度の取組として、部落差別解消の推進に関する

学校教育指導方針を踏まえ、「人権の『授業づ

くり』のすすめかた」パンフレットや教材・指

導案集「おおいたの部落問題学習」等を活用し、

部落差別の解消に関わる取組を核とした人権教

育を進めていきます。

また、（３）日本語指導を必要とする帰国・

外国人児童生徒への教育の充実を進めます。

文化課です。委員会資料の１６木下文化課長

ページをお願いします。

まず、１の組織についてです。教育文化班、

文化財班の二つの班で構成し、職員数は１５名

となっています。うち３名については、企画振

興部、大分県芸術文化スポーツ振興財団への併

任等となっています。

地方機関については、歴史博物館が職員数１
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２名、先哲史料館が８名、埋蔵文化財センター

が１６名となっています。

２の分掌事務についてですが、主なものとし

て、（２）文化財の保護に関すること、（７）

学校の文化関係団体に関することなどを担当し

ています。

次に、３の重点事業についてです。（１）文

化財保護法の改正を受け、今後の文化財の保存

・活用の指針となる「大分県文化財保存活用大

綱（仮称）」の策定を進めていきます。また、

（２）今年度はラグビーワールドカップが開催

されることから、これらの機会を活用し、学校、

市町村、企画振興部とも連携しながら、大分の

歴史・文化の魅力発信を進めていきます。

体育保健課です。委員会資加藤体育保健課長

料の１８ページをお願いします。

まず、１の組織についてですが、管理予算班、

学校保健・食育班、学校体育班、生涯スポーツ

班、競技力向上対策班の五つの班で構成し、職

員数は３１名となっています。

次に、２の分掌事務についてですが、主なも

のとして、（１）学校体育に関すること、

（２）と（３）生涯スポーツや競技スポーツに

関すること、（４）学校保健や食育に関するこ

と、（８）児童・生徒の健康管理に関すること、

（１４）競技力向上対策に関することなどを担

当しています。

次に、３の重点事業についてです。（１）部

活動指導員等の活用・連携等による部活動の改

革を進めていきます。部活動指導員の配置に加

え、総合型地域スポーツクラブ等との連携を通

じて、地域の実情に応じた新たな運動部活動モ

デルの取組を進めていきます。

また、（２）と（３）の体力向上対策の推進

と健康課題への対応については、体育専科教員

等を活用した授業改善や一校一実践など、学校

内での組織的な取組を強化していきます。健康

課題の一つである歯と口の健康については、歯

磨き指導、食に関する指導、フッ化物の活用の

３本柱で推進していますが、取組が遅れている

フッ化物洗口について、全小学校・全学年での

実施に向けての取組を進めていきます。

以上で、説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから、

質疑、御意見などはございませんか。

たわいもない質問で恐縮です阿部（英）委員

けど、最後の体育保健課で、１組織のマル三つ

の中に、大分県サッカー協会の研修派遣という

のが一人いるんだけど、これは今までずっとそ

ういう派遣がされてきたのか、どういう理由で

サッカー協会になっているのか。ほかにもスポ

ーツ団体は、たくさんあると思うんだけど、な

ぜサッカーなのか、ちょっと教えてもらえませ

んか。

大分県サッカー協会研修派加藤体育保健課長

遣については、サッカー協会が大分トリニータ

と連携をして、指導者の体制づくりに今、取り

組んでいるところです。具体的には、まずはサ

ッカー競技において、各中学校、高等学校のサ

ッカー部活動の指導者不足に対して、その人材

バンクを作成したり、地域のサッカーのスポー

ツ指導者をそこに派遣をしたりという取組をし

ていますが、ひいてはサッカーのみならず、県

内の全ての競技に対して、サッカー協会を核と

しながら、部活動の指導者、そして地域のクラ

ブの指導者をうまく連携して輩出していくシス

テムを作ろうとして、今取り組んでいるところ

です。そのため、指導主事を１名派遣し、県と

の連携をさらに深めて実効性のあるものにした

いというものです。

そういう取組はサッカー協会阿部（英）委員

でしかなされていないと。

体制的に取り組んでいるの加藤体育保健課長

は、現在、サッカー協会のみです。

分かりました。後でまた、い阿部（英）委員

ろいろと個人的に聞きましょう。

どなたに聞いていいのか分かりませ高橋委員

んが、昨年だったか、障がいのある方の教育委

員会採用の人数が、規定数を大きく下回ってい

たと記憶しているんです。今現在はそれがどの

ように改善されているのか、また今後どのよう

に改善していく方向性にあるのか、そこを教え

てほしいのですが。

障がい者雇用については昨渡辺教育人事課長
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年１１月に国に提出した計画の中で、６６名の

障がい者の雇用を図るということで、今実現に

向けて取り組んでいるところです。３０年度に

ついては制度の周知により、職員の中から障が

い者手帳を新規に申請してもらうことで対応し

ています。３０年度に９名が既に申請を行いま

した。令和元年度以降については、障がい者の

採用等をこれから計画的に進めていくというこ

とで、今取り組んでいるところです。

追加ですが、昨年度から特別法華津教育次長

支援学校の卒業生を一般就労につなげるための

ステップアップ事業に取り組んでいますが、今

年度はそれに加えて教育庁内にもワークセンタ

ーを設置しています。本年３月から特別支援学

校の卒業生３名が、一般就労に向けて教育庁の

ワークセンターで業務を行っているところです。

全体として６６人の雇用を目指して高橋委員

いるということですね。今はどのぐらいでした

か。

さきほどの新規申告者９名、渡辺教育人事課長

それと県庁のワークセンターが今年度から３名、

そしてキャリアステップとして特別支援学校で

採用している者が現在８名です。ですから、３

名、８名、９名の合計２０名ということになり

ます。今後また採用等により、計画を推進して

いきます。

たくさん聞くことがあるんで阿部（長）委員

すけど、２点だけ。一つは、くじゅうアグリ創

生塾のことについて詳しく説明をお願いします。

私が開所式に行けなかったので、申し訳ないの

ですが。

くじゅうアグリ創生塾に久保田高校教育課長

ついてですが、先日、多くの方に参加いただき、

５月２１日に開所式をしました。竹田市長や県

議会議長の参加もいただきまして、記念講演と

して小泉……（「どういう運営をするのかとい

うことを聞きたい」と言う者あり）

運営については、まず人材育成のために、県

内の９校の農業系の学科を設置している学校が

協力して、その中でアグリ研修会――例えば生

徒が夏季にここに集まって高冷地栽培の体験学

習をしたり、教職員が栽培・加工等のスキルア

ップ研修をします。それから、星空討論会とい

うものがあります。これは、農業青年と高校生

が、夜ここで一緒に膝を交えて協議をし、語り

合うと。これで将来の大分県の農業をどうやっ

て守り育てていくかということを討論する。あ

るいは、大学進学講座があり、大学進学を目指

した勉強合宿等もアグリ創生塾で実施するよう

にしています。また、小中学生にも農業の裾野

を広げるということで、小中学生及び保護者に

対して、栽培や飼育体験等を通して、さらに農

業の良さを広げていきたいと。こういったこと

に取り組んでいきます。

そうすると、県内の農業科を阿部（長）委員

持っている高校を主に、タイミングとしては夏

休みですか。

全体としては、年間を通久保田高校教育課長

して実施しますけれども、夏休みの始めや、そ

れから各月に集まって、協議をしたり研修した

りということを計画しています。夏には、宿泊

等を伴うものを中心にやっていきます。

そうすると、例えば我々の地阿部（長）委員

域であれば日出総合高校が農業科１クラスある

んですけれども、年間を通してどれぐらいアグ

リ創生塾に行くことになりますか。

年間の授業としては、参久保田高校教育課長

加日数としてまだ確定していませんけども、２

０日前後から２５、６日までの間で、アグリ創

生塾に集まって研修することになっています。

最後、移動手段はどうなりま阿部（長）委員

すか。

これについては、バス等久保田高校教育課長

を県教委で出して、地域を回りながらここに参

加をしていただくことになります。

もう１点、各分野の重点項目阿部（長）委員

の中にスポーツというのが最後にあります。競

技力向上に向けた体制強化と国内外の大会で活

躍できる優秀選手の育成強化、これは県立高校

でどういった形で取組をするかということなん

です。何を言いたいかというと、今高校県体が

あっていますが、剣道でも明豊高校がずっと優

勝してます。悪いとは言いませんけれども、県

立高校がどうやって世界に羽ばたく生徒を育成
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するかという取組について、教えてください。

選手強化においては、まず加藤体育保健課長

大きく日常の選手強化をする拠点を指定して重

点的な強化を図る取組と、そこから出た選抜選

手を大分県選抜チームとして強化を図るという

２本柱で取り組んでいます。今委員から御指摘

のあった、各学校の強化については、大分県体

育協会が各競技において重点的な強化を図って

いくために、活躍が期待される学校を強化指定

しています。今おっしゃった剣道においても、

明豊高校をはじめ県立学校も強化指定していま

す。その強化指定によって、重点的な強化を図

っていくようにしているところです。

その強化の中に、私の地域で阿部（長）委員

言えば杵築高校です。杵築高校には、柔道、剣

道で毎年県体で優勝し、インターハイに出るぐ

らいの生徒を常に輩出していたという実績が過

去にありました。ところが、今はもうほとんど

ないんですけれども、これは杵築高校が剣道、

柔道の強化指定校になっていないからですか。

杵築高校が現在強化指定に加藤体育保健課長

なっているかどうかについては、後ほど確認を

してお伝えしたいと思います。

それで今、県立高に推薦枠と阿部（長）委員

いうのがありますよね、もう２０年ぐらい前に

できた。これがいかされてないんじゃないかと

思うんですけど、杵築地域のことだけを言って

申し訳ないんですけれども、杵築高校に行って

も、勉強をしっかりせんといけないから、いく

ら剣道が強くても杵築高校に行かない、柔道が

強くても杵築高校に行かない、野球がうまくて

も杵築高校に行かないと、推薦入試を受けない

という生徒が結構いるんですね。そこら辺はど

うなんですか。

各学校の推薦入試について加藤体育保健課長

は、各学校において、部活動も含めて、それぞ

れの学校で決められた基準に従って、推薦入試

が実施をされているということです。その中で、

運動部活動での顕著な活躍について、各学校に

おいて推薦入試の選考基準にされているようで

す。杵築高校については、学校でそのことを検

討して対応されていますので、私から杵築高校

の状況については申し上げることはできません。

それでは、全体的なところで阿部（長）委員

推薦枠を作った理由というのを教えてください。

平成１７年から再編整備久保田高校教育課長

が行われてきましたが、同時に委員から御指摘

があったように、やはり学校の特色化・魅力化

を図るということで、様々な人材を高等学校で

受け入れ、それぞれの学校で活躍をする場を提

供するということで、推薦入試を導入したと考

えています。

それが今、学力だけに、各高阿部（長）委員

校がそれぞれ進学――杵築高校もそうなんでし

ょうけども、進学に力を入れると。そこに推薦

枠で入ってくる生徒も、スポーツだけに特化し

た子どもじゃなくて、そうじゃない子どもたち

が入っているとか。推薦枠というのは一定の学

力がなくても、例えばスポーツに秀でた、一芸

に秀でた人であれば入れるというのが推薦枠じ

ゃないんですか。

各学校が定める推薦の要久保田高校教育課長

件ですけれども、それぞれの学校の教育課程が

ありますので、その教育課程を修め、卒業する

ことが前提となります。それに必要な学力は当

然担保するということで、各高等学校長が最終

的に判断していくものと捉えています。

ですからそこら辺をある程度阿部（長）委員

緩和して、地域の中にはいろんな秀でた選手が

いるんですね。その人たちが私学だけに全部行

くとかいうことがないように、せっかくそうい

った制度があるわけですから、その制度をいか

して地域の学校に通うと。そして、自分の力を

そこで出すということを、これからまた考えて

いただきたいと思います。

今、推薦入試枠がちょっとおかしなことにな

っているんじゃないかなという気がするんです

けれども、これはちょっと時間かけてその辺を

勉強させてもらいます。

すいません、何点かありますので、小嶋委員

まず最初に全部言ってしまいます。

最初は、９ページの学校安全・安心支援課の

分掌事務の中で、子どもの貧困対策の総合企画

並びに指導、助言とあります。基本的なことだ
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と思いますけど、これについて少し詳細をお聞

かせいただきたい。

同じように、重点事業で防災教育コーディネ

ーターの配置や登下校の安全確保等による防災

・防犯体制の強化。これは地域の皆さんとも連

携してということになるんだろうと思うんです

が、この中で防災教育という観点で言えば、学

校の中に防災士の育成ということが過去あげら

れていたと思うんです。この状況はどのように

進捗しているかということを教えてください。

それから次の１０ページです。新学習指導要

領の円滑な実施に向けた指導・支援の充実で、

英語教育とか、あるいはプログラミング教育が

出てくると思うんですが、ここで一番心配する

のは、もう既に教員になって長い方々、特に英

語とかプログラミングに習熟していない教員の

皆さんの負担が大変だろうと思うんです。その

教員のスキルアップについてはどのように考え

られているのか、計画されているのかというこ

とと、それに関連して教科担任制を小学校に導

入する動きもあったようですが、これについて

の考え方をお聞かせいただきたいと思います。

それから、１３ページの高校教育課ですが、

県立高等学校及び県立中学校の教育課程うんぬ

んということです。これは基本的な事務分掌で

すから、それはそれでいいんですが、大分県内

で中高一貫教育校は今２校ですかね、３校かな。

今後、全県的に中高一貫教育を推進する上で、

学校数を増やすのかどうかの考え方をお聞かせ

ください。

それから最後ですが、１８ページの体育保健

課ですね――大変申し訳ありません、何度もお

聞きすることになりますが、部活動における外

部リーダーの活用、連携等による部活動の改革

ということで、これは従来、中学校は外部指導

者は無理だったんですが、これは逐次拡大され

ていってると思うんですけど、この外部指導者、

外部リーダーの活用がどの程度進んでいるかと

いうことが１点と、それから総合型地域スポー

ツクラブの活用うんぬんと書いてありますが、

総合型地域スポーツクラブの推進に関しては、

もう既に１０年、１５年たったチームそのもの

が、今、大変苦境に陥っているという話も聞く

んですが、そのような実情の把握はどのように

しているのかということをお尋ねします。

今質問が８点ほどありましたので、三浦委員長

順次答弁を求めます。

１点目が子ども簑田学校安全・安心支援課長

の貧困対策です。大分県では２８年３月に子ど

もの貧困対策計画を策定しています。福祉保健

部で策定をしていますが、この中で支援として、

教育の支援、生活の支援、それから保護者に対

する就労の支援、経済的支援があります。教育

が担う部分としては、教育の支援があります。

これについては、子どもがどういう状態にあ

ろうとも、その学力を保障するということです。

そのために、家庭環境で経済的に苦しいところ

についても、スクールソーシャルワーカー等の

配置による相談体制の整備とか、高等学校就学

支援金、それから高校生等奨学給付金等により、

そういった事業を総合的に展開しているところ

です。そして、今年度は特に中学校の学習支援

の加配教員ということで、これについては、特

にそういった子どもたちの補充学習等を行うた

めの加配をしているところです。

それから、２点目の防災教育コーディネータ

ーです。防災教育コーディネーターの育成につ

いては、県立学校では、これまで特に学校の教

頭先生に対して防災士の試験の手伝い等で補助

をしてきました。今年度は、ここにある防災士

教育コーディネーター、これは学校の中での先

生の分掌、係のことですが、教頭先生の防災士

の取得が済みましたので、その次として、防災

教育コーディネーターの先生方に取得をしても

らおうということで今年度から事業を進めてい

るところです。

新学習指導要領への対応に内海義務教育課長

ついてですが、平成２９年度から３か年にわた

って、全ての教員が総則、道徳、総合特別活動

と自分の専門とする教科の五つについてそれぞ

れ地区別説明会を行うんですが、そこで講習を

受けるという取組をしています。

特に小学校に入ってくる英語については、平

成２６年度から国の中央研修に小学校教諭を派
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遣し、５年間で１６名の中央研修受講者を養成

しています。この１６名が中心となって還流研

修を行い、平成２７年度から今年度までに約３

５０名程度の小学校英語のリーダーを育成する

ことで、各学校の英語教育の推進を図っていま

す。

さらに、プログラミング教育についてですが、

これはプログラムを書くということではなくて、

小学校においては、算数、理科で自分が意図す

る一連の活動を、一つ一つの動きに対応した記

号をどう組み合わせたら自分の意図するように

活動できるかという学習をしながら、論理的思

考力や粘り強さといったものを育成するもので

して、算数や理科の説明会の中で取り扱うこと

になっています。

教科担任制については、今年度３地域の９校

を推進重点校に指定しています。教科担任制に

ついては、教材研究の時間を確保すること、そ

れから学級担任との不適応による学校生活への

影響を極力小さくしていくという生徒指導上の

問題、中一ギャップの解消などを狙ったもので

す。現在、宇佐市と国東市、豊後大野市で教科

担任制の推進校を実施しています。今後は、そ

こで取り組まれた成果や課題について情報交換

や協議の場を持ちながら、全県下に広げていき

たいと考えています。

運動部活動の外部人材の活加藤体育保健課長

用の状況についてお答えします。

特に中学校において、今現在の外部人材の登

録数は、前年度から約７００名近く登録があり、

現在でも活用されている状況です。昨年度から

部活動指導員制度がスタートしています。この

部活動指導員制度は、大会引率が教諭でなくて

部活動指導員が単独でできるという、ある程度

の責任を持って部活動に取り組んでもらえると

いう制度ですが、前年度は１０の市町村で４２

名の方々に部活動指導員として取り組んでいた

だきました。本年度は、全体で９２名を予算化

して、さらに部活動指導員を積極的に活用して

部活動の推進を図っていきたいと考えています。

もう一つの総合型地域スポーツクラブの現状

ですが、総合型は現在、本県で４４のクラブが

創設されました。これまで地域スポーツの振興

ということで、国全体でまずは総合型地域スポ

ーツクラブの数を増やそうと取り組んできまし

たが、現在は質の充実を図るとことに取り組ん

でいるところです。本県においても、この４４

クラブの実態を改めてしっかり精査をしていき

ながら、支援すべき点を洗い出し、県として何

ができるかを今後対応していきたいと考えてい

るところです。

中高一貫の関係について答弁をお三浦委員長

願いします。

中高一貫教育の方向性と久保田高校教育課長

いうことで質問をいただきましたが、現在、安

心院高校、由布高校が連携型の中高一貫教育を

実施しています。これについては、地域の中学

校と授業を乗り入れて、それぞれの教育課程を

継続できるように実施しているところです。ま

た、入試についても連携型入試を実施して、高

校入試、一次入試を受験せずに、ここでそれぞ

れの学びを担保した上で入学している状況もあ

ります。それから、併設型については、大分豊

府中学校、同高校ということで、この３校にな

ります。

今、中高の学びについては、高校教育課とし

ても非常に重要だと考えています。特に、中高

のみならず、小中高で一貫した教育が重要と認

識をしています。これについては現在、中高の

学びをつなぐ連携協議会を立ち上げ、中高の先

生方が一堂に会して、それぞれの学習の状況等

を分析しながら、いかにそれぞれの学習を引き

継いでいくか、つないでいくかということを、

授業展開を中心に検討し、それぞれの生徒に返

していく、そして学力の向上に努めていくとい

うものです。

それから今、小中高合同の研究授業会を実施

しています。昨年は、数学、理科について、小

学校の先生方も入れて、それぞれ連携した授業

づくりと学びの場を作っていくことを実施して

います。

最後に、方向性ということですが、こういっ

た取組の状況を勘案しながら、今後どういった

ことがさらに求められるのかということを、全
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県的に、また地域と連携しながら、しっかり協

議をしていきたいと考えています。

ありがとうございました。今日のと小嶋委員

ころでは再質問せず、今後の委員会活動の中で

少しずつ解明していきたいと思います。

いよいよ１０月から幼児教育、保嶋副委員長

育の無償化が始まります。これは、子育て環境

を良くすることで、少子化に歯止めをかけてい

く、そして女性の就労促進にもつながっていく

と大きな期待をされているところですが、私は

課題がたくさんあると思います。

これまでは保育園にやっていた親御さんが、

無償化になることによって、幼稚園、特にブラ

ンド幼稚園に行かせたいという親御さんが増え

ていくということ。それから保育士不足で、保

育園の定員枠一杯の子どもを受け入れられない

保育園がまだたくさんあること。そういう中で、

この１０月に向けて混乱のないようにしっかり

準備をしておくということが大事かと思います。

そのためには、私学を所管する生活環境部、福

祉保健部が果たす役割も大きいのですが、幼児

教育センターを設置した県教委も大きな役割が

あると思っています。現状と課題、どのように

お考えかお聞かせをいただきたいと思います。

幼児教育センターは幼児教内海義務教育課長

育の質の向上を目指す研修機関ですので、あく

までもその立場で質の良いものが提供できるよ

うに、保育士や教員の研修を充実させることが

重要だと考えています。

具体的には、平成２９年３月告示の幼稚園教

育要領や保育所保育指針、それから認定こども

園教育保育要領で、共通して幼児期の終わりま

でに育ってほしい１０の力とか、あるいは円滑

な小学校との接続について示されたのですが、

それぞれの施設種を通して実現するための研修

体系が不整備であったので、幼児教育センター

が中心になって、この研修体制を整備していく

ことが必要と思っています。

それから、研修に出向くことが難しいという

先生方もたくさんいます。これも人手不足とい

うところもありますが、こういったところにつ

いては、幼児教育アドバイザーを派遣しながら

の訪問研修を行うという体制を充実させたいと

考えています。

私が聞きたかったのはそういうこ嶋副委員長

とではなくて、幼児教育センターの主な目的が

質の向上というのはよく分かるんですが、私が

申し上げたように、これから１０月に始まる幼

児教育と保育の無償化に向け、混乱のないよう

に準備をしておくためには、教育委員会にも責

任があるんではないですかと、こういうことを

申し上げているんであって、質の向上はしっか

りやってもらわなくてはいけませんが、この辺

についての御認識はないんですか。

幼児教育の無償化について内海義務教育課長

は、こども未来課等との連携を進めながら、そ

こで課題等を明らかにしていきたいと考えてい

ます。研修を通してどういう働きかけができる

のかという立場で、そこは考えていくべきだと

考えています。

関係機関とよく連携をして、混乱嶋副委員長

のないように準備を進めてもらいたいと思いま

すが、この幼児教育センターの分掌事務に幼児

教育という文言はありますが、保育という文言

が全くないわけでありまして、言うまでもない

ことですが、保育の視点というのは考えておら

れると思いますが、改めてこのことについてお

聞かせください。

保育所も含めて幼児教育と内海義務教育課長

考えています。幼児教育センターには、こども

未来課からの併任の事務員もいますので、そう

いったところは漏れのないようにしておきたい

と考えています。（「よろしくどうぞ」と言う

者あり）

２点あります。一つは福利課、メン高橋委員

タルヘルス対策ということです。そこに若年教

職員とありますが、今年度ですか、昨年度だっ

たか、早期退職者の理由が、それまで介護だっ

たのが、ついに体調不良を理由にする退職者が

増えたと聞いています。そこに若年教職員とあ

りますけれども、結構ベテランの教職員ほどメ

ンタルでダウンしている例が今非常に多いんで

すけれども、メンタルヘルス対策の推進の現状

と課題、そういうのは今どうなっているのかと
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いうのが１点です。

それから、学校安全・安心支援課でスクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカー、

そういう専門スタッフの効果的活用によるいじ

め・不登校・貧困対策の充実強化とあります。

子どもたちのいじめ、不登校。不登校は、ある

程度見えるんですけど、いじめというのは目に

見えない部分も非常に多い中で、大分県は今の

ところ、いじめによる深刻な被害はニュースに

なるようなものは出ていませんが、そういう専

門スタッフの効果的活用というのはどういうイ

メージなのか。具体的な活用として、こういう

ものを考えているとか、こうしたいというのが

あれば教えてください。

福利課です。メンタル疾患の現阿部福利課長

状と課題ですけれども、平成２１年――１０年

前は８８名の方がメンタル休職になっていたん

ですが、その後、こころのコンシェルジュの事

業、それからストレスチェック等の導入などが

あり、昨年度まで６年連続減少していたんです

けれども、ここ１年で若干増加傾向に変わりつ

つあります。

メンタルヘルス対策の主なものとしては、２

８年から義務化されたストレスチェックの全員

実施の徹底とそれによる支援、それから教職員

健康支援センターの相談体制の充実ということ

で、心の健康相談やカウンセリング相談、それ

から専門機関、医療機関へのメンタルヘルス相

談の支援等を行っています。

それから、県立学校の管理職に対する具体的

なメンタル対策の充実で、新任校長への支援、

それから校長による健康面談の実施、県立学校

の職場復帰の支援等を行っています。特に若年

層においては、新採用については必ずこころの

コンシェルジュが年間複数回の面談を行います。

それから義務化されたストレスチェックについ

ても、各教育事務所に配置しているコンシェル

ジュに、若い方に対して具体的に行動するよう

お願いをしています。

スクールカウン簑田学校安全・安心支援課長

セラー、スクールソーシャルワーカーの有効な

活用についてです。スクールカウンセラーにつ

いては、本年度で全ての学校をカバーするとい

うことで、８４名配置しています。それから、

スクールソーシャルワーカーは６８名です。

この有効活用ですけれども、スクールカウン

セラーというのは、子どもが自身の問題で解決

できる場合には相談を受けて解決していく。そ

れから、スクールソーシャルワーカーは家庭の

要因とか社会的要因で、子どもだけではなかな

か解決ができない部分のときに、児童相談所と

か福祉部門とつなぐという役割があります。こ

うした役割を十分学校に周知していきながら、

学校の先生がこの場合はカウンセラー、この場

合はソーシャルワーカーにつなごうといったこ

とを十分に分かるようにするとともに、こうい

った方々との連絡会議、それから研修会等も行

い、質を上げていくことに努めているところで

す。（「分かりました」という者あり）

１８ページの体育保健課の３重点事成迫委員

業の（３）に食育とあるんですけれども、私、

勉強不足で大変申し訳ないんですが、県南では

割と肥満体型の子どもたちが増えているという

ことで、５０メートル走の平均タイムが全国よ

り下回っているという、ここずっとそういう状

態が続いているということなんですが、やはり

食生活の改善ですね。かなり重要視されている

と思うんですけれども、県としてこれまでどう

いった取組をしてきたのかと、またこれまでと

違った働きかけがなければ、なかなか改善され

ていくことはないと思うんですが、その部分の

方向性があれば教えてください。

肥満対策については、本県加藤体育保健課長

で今事業を組んでいて、特に県南地区を重点的

に肥満傾向児が平均より高い学校について、重

点的に食の指導等を実施しているところです。

県全体としては、全国平均と比べると、まだ

肥満傾向児の割合が高いという現状にあるので、

食育については特に重点化を図って、地域的に

肥満傾向児の率の高い学校について、重点的に

そこに入り込んでいって指導していきます。ま

た、保護者に対しても食育に対する研修会をあ

わせて実施して、子どもと保護者が一体となっ

て、食育に対する正しい理解と、そして肥満対
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策についても積極的に解決に向けて取り組んで

いきます。

よろしいですか。（「はい」と言三浦委員長

う者あり）ほかに質疑等はありませんか。

〔「なし」という者あり〕

委員外議員の方はよろしいですか。三浦委員長

お疲れさまです。さきほどの教堤委員外議員

育委員会の重点方針の中で、タイムレコーダー

を導入すると。もう実施されていますけども、

先日も県職員が過労自殺したとの話があり、さ

きほどのメンタルの休職者も結構増えてきてる

という状況の中で、今これはどういう状況かと、

もし数が言えれば少し教えてください。

タイムレコーダーの導入で渡辺教育人事課長

すけれども、昨年の８月から全ての県立学校で

導入して、勤務時間を把握しているところです。

学校の在校時間という形になりますので、中身

について、昨年１０月、１１月に１週間かけて

各学校で調査しました。教諭の土日を含んだ平

均の時間外勤務は、１日当たり大体１時間５６

分でした。また、全体で月８０時間、また１０

０時間といった在校時間数の教諭の数も出てい

ますので、そういった教諭については、本人の

申告等も受けて、産業医の面談を受けるといっ

たこともシステムとして入れて、今取り組んで

います。

ただ、昨年８月からということで、まだ１年

たっておりませんので、これから１年間の状況

を見ながら、対前年の比較等もしながら、対策

等を講じていきたいと考えています。（「はい。

いいです」という者あり）

ほかに御質疑等はよろしいですか。三浦委員長

（「委員長よろしいですか」と言う者あり）加

藤体育保健課長。

さきほど、阿部長夫委員か加藤体育保健課長

ら御質問のありました、杵築高校の大分県体育

協会の指定の状況ですが、剣道の女子において

強化指定をされています。

ありがとうございました。三浦委員長

ほかに質疑もないようですので、これをもち

まして令和元年度の行政組織及び重点事業等を

終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

りましたので、これを許します。

県立国東高等学校双国校の今後と県立国東高

等学校の学科新設についてをお願いします。

それでは、委員会資料の久保田高校教育課長

１９ページをお願いします。

県立国東高等学校双国校の今後と県立国東高

等学校の学科新設について報告します。

資料の真ん中上にありますように、国東高校

本校と、入学者の減少が進む分校の双国校を一

体化し、国東地域全体の教育の充実を図るもの

です。

さらに、この国東地域には大きな課題があり、

右側上にあるように、県内において土木技術者

の養成に関わる学習の場が、この国東地域のみ

設置されていないということです。他の地域に

は学科やコースがありますが、国東地域は空白

地帯になっている状況です。これらの問題の解

決を図るため、一体化による国東地域の教育の

充実及び土木系の学習の場として、環境土木科

の新設を検討しています。

現在の国東高校の各学科、双国校の総合ビジ

ネス科を一体化して、中段右側にあるように、

現在の国東の各学科に加え、環境土木科を新設

し、生徒の多様なニーズに対応していきます。

環境土木科は県内唯一の学科で、災害等にも対

応できる農業土木、工業土木の両方が学べる総

合的人材の育成を図るものです。そこでは、土

木の最先端技術の習得による実践的な学習や、

国東の立地をいかし、世界農業遺産を活用した、

自然環境の保全、あるいは治水・利水などに関

する学習も取り入れることを検討しています。

右側下の学生寮についてですが、まず、離島

である姫島の生徒の受皿として、国東高校の近

くにある県の教職員住宅をリフォームし、県立

の学生寮を整備したいと考えています。

こうした内容について、５月２２日に国見、

姫島の両会場で説明会を実施しました。

委員会資料の２０ページをお願いします。

保護者や地域の方々、中学校職員などに御参

加いただき、参加者は、国見会場で４６名、姫

島会場で１８名でした。
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主な意見として、子どもの数を見れば仕方な

いと思っていたが、いざ廃校となる話に直面し

た生徒、保護者の気持ちを考えてほしい。ある

いは、姫島から通える学校がなくなるというこ

とを残念に思うが、姫島の子どもたちや保護者

に対して、一体化の後も厚い支援をいただくよ

うお願いしたい。さらには、バス通学について

も、県として、生徒・保護者の経済的な面を十

分に配慮してほしい。などの意見や要望をいた

だいています。

今後は、国東高校に新設する環境土木科の施

設・設備や学生寮の整備等について、補正予算

の中で要求を行い、しっかりと国東地域の学び

の環境を整えていきたいと考えています。また、

地元に対しても、今後も引き続き、ＰＴＡの役

員会等を通して、丁寧に説明を行っていきたい

と考えています。

こういった状況を踏まえて、秋には、来年度

の入学定員を決定・公表する必要があります。

しっかりと取組を進めていきたいと考えていま

す。

以上で、説明は終わりました。三浦委員長

ただいまの報告について、委員の皆さまから、

質疑、御意見などはありませんか。

学生寮のことについて、２点阿部（長）委員

聞きたいんですけど、寮の完成が１１月という

ことですかね。あと、寮の収容規模ですが何人

ぐらい入るのか。

まず、学生寮の完成予定久保田高校教育課長

ですが、令和２年１１月と記載していますが、

今予算化を進めていまして、また議会に御承認

をいただくことになるかと思います。本来なら

ば学生が入る時期の完成が当然望ましいのです

が、やはり生徒の学習環境を大事に、早く整備

をしていきたいということで１１月完成予定で

す。今教育委員会内部の協議の中で、来年の４

月から１年生に関しては何とか入寮ができない

かということで検討を進めている状況です。特

に、姫島の子どもたちが何とか入寮できるよう

に、工法についての協議を行っています。

それから、もう１点ですが……（「人数が何

人ぐらいか」という者あり）収容人数ですが、

今申し上げたように、寮については今、工法等

も含めて検討しており、人数について国東、そ

れから環境土木科等の人数を想定しながら考え

ています。具体的な数については、今何人とは

言えませんけれども、十分入寮ができる数とい

うことを担保しながら建築を進めているところ

です。

７月議会が終わってからでも、阿部（長）委員

４月の完成までに８か月近くあるわけですから、

ぜひ入学に、統合に間に合うように進めてもら

いたい。人数がどれぐらいかというのはちょっ

と心配になるんですけれども、余り大きく造っ

ても入る人がいないんじゃないかなという心配

もありますし、適正な規模で、この４月に間に

合うように、できるだけお願いをしたいと思い

ます。

２０ページにありますよ久保田高校教育課長

うに、寮について保護者等からの御意見もいた

だいています。前向きな意見とこちらも捉えて

いますので、今後もＰＴＡ等との話合いの中で、

その辺についてもしっかり詰めていきたいと思

います。また、姫島地域の子どもたちが困るこ

とがないように準備を進めていきます。

本校と分校を一つにする、あるいは高橋委員

地域に２校ある高校を一つにする、一つという

か、１校減らすとか、いろんなパターンがあっ

ても、やっぱり地元の人、地域の子どもたちに

とっては非常に大きな問題で、そこにある国見

と姫島のそれぞれの会場から出た意見、僕はも

っともな意見、質問だと思っています。様々な

情勢の中で仕方がない部分もあるかなと思うん

ですが、国見会場の主な意見の一番最初に、こ

の５月まで１回も地域商工会に説明がなかった

のはなぜかという質問がありました。これはや

っぱり、本当にそうだなと思うんですよ。この

５月に地域説明会が行われるまでに、地元に何

かそれらしい説明とか話とかいうのは、本当に

１回もなかったのかどうか、そこら辺ですね、

どういうふうに答えたのかをお尋ねします。

事前の説明等がなかった久保田高校教育課長

のかということですが、まず募集停止について

は平成９年の大分県公立高等学校適正配置等の
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懇話会の中で募集停止基準を、３分の２未満を

２年以上継続した場合に検討することになって

います。これがまず第一ですけれども、双国校

にあっては、これまで４年連続で入学者定員の

３分の２を下回ったということと、それにあわ

せて県教育委員会としても、双国校については

３年前から地域の高校活性化支援事業を導入し、

生徒全員にタブレット等を配備するなど、生徒

の学習環境の魅力化を図ってきました。これを

しっかり学校とともにアピールすることで、何

とか生徒をしっかり集める環境ができないかと

やってきました。

また、３年連続で在籍者数が総定員３分の２

未満となった平成３０年度入試においても、定

員４０名のところを３０名に変更して、何とか

存続できないかとやってきました。ですが、こ

ういった支援をする中で、地域と中学校とも県

教委と話をする機会がありましたけれども、こ

の春の入試で非常に厳しい結果ということで、

今度……

久保田課長端的に。質問の分だけ三浦委員長

回答をお願いします。

このことについては、こ久保田高校教育課長

れまで直接的な地域の説明会はありませんでし

たが、こういった背景を踏まえて、募集を停止

するということで決断をしたところです。

いろいろな基準とか状況、それは理高橋委員

解できないこともないんですけれども、やっぱ

り地元の人間にとってみれば寝耳に水というか、

いきなりもう募集停止。そして双国校は本校の

ほうに一本化しますよということは、非常に大

きな出来事だと思うんです。今回はもう取り返

しがつかないので、今後また、さきほどの説明

の中で丁寧な説明をしていくということでした

ので、ぜひ地元の意を酌みながら、そこら辺の

丁寧な説明を今後心がけていただきたいと思い

ます。

ほかにありませんか。三浦委員長

〔「なし」という者あり〕

委員外議員の方はよろしいですか。三浦委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに質疑もないようですので、三浦委員長

これで諸般の報告を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

なければ私から１点。先週の金曜三浦委員長

日ですが、高校生が自転車で大分市内の女性を

はねてしまって、亡くなられたという事故があ

りました。ちょうど今日３日に、臨時の県立高

校の校長会か何かを開かれて、再発防止の議論

をされていると伺っているんですけれども、そ

の内容を今日お示しいただきたいのが１点。

それから、４月に開校した久住高原農業高校

は、昨年度全国公募をかけて生徒募集を行った

んですけれども、その全国公募の状況、今定員

に対して実態がどうなっているのか。さらに本

年度どのような取組を行っていくのか教えてい

ただきたいと思います。

本日の校長会の簑田学校安全・安心支援課長

件です。校長会はこの後５時からを予定してい

ます。この中では、これまでも自転車通学の安

全指導をしてきましたけれども、さらなる徹底

ということで、安全学習、それから安全教育の

指導を徹底してもらうということを校長会で指

導する予定です。自転車の事故、県教育委員会

に報告がありますけれども、なかなか件数が減

らない状況ですので、そういった部分で生徒一

人一人がしっかりと自覚をし、交通安全意識の

向上が図れるように指導をする予定です。

全国募集をしています久久保田高校教育課長

住高原農業高等学校ですが、今年度の入試につ

いては、定員４０名に対して３４名が入学して

います。うち、１名がこの全国募集枠で、県外

から入学しています。

全国募集については、今後も全国のいろんな

都市で行われる様々なイベントで広報に努めて

いきます。また、ホームページとかＳＮＳを使

って全国へしっかり発信していきたいと思って

います。隠岐島前高校が、全国募集における日

本の最先端を走っていますけれども、やはり初

年度はなかなか厳しい状況がありましたので、

全国募集をしっかり継続していくということが

重要だろうと考えています。今後も他部局とも

連携しながら進めていきたいと考えています。
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久住高原農業高校の関係ですが、三浦委員長

県外はもちろんですけれども、農業単独校とし

て県内の子どもたちからも、ある意味選ばれて

ないという現状――厳しい見方だと思いますの

で、やはりしっかりと取組を強化してほしいと

思います。これは、もう要望としておきます。

その他、何かありませんか。

〔「なし」という者あり〕

別にないようですので、これをも三浦委員長

って教育委員会関係を終わります。

執行部はお疲れさまでした。ここで暫時休憩

します。再開は、午後４時とします。

１５時４０分休憩

１６時００分再開

再開します。三浦委員長

これより、警察本部関係の説明に入りますが、

まずは私から御挨拶を申し上げます。

改めまして、今年度の文教警察委員会の委員

長を仰せつかっています、日出町の三浦正臣で

ございます。文教警察委員会は２年目となりま

す。どうぞ、１年間よろしくお願いします。

さて、石川警察本部長をはじめ、執行部の皆

さま方には平素から大分県の治安の安定・向上

に御尽力いただいておりますことに対し、厚く

お礼申し上げます。

県内の刑法犯認知件数は、平成１６年以降１

５年連続減少し、前年をさらに６２７件下回り、

交通事故件数、負傷者数も平成１７年から１４

年連続での減少となるなど、本部長をはじめと

する関係者の皆さま方の日頃の努力のたまもの

であり、深く敬意と感謝を表する次第でありま

す。

しかしながら、地域の安全に対する県民の関

心は高く、児童に対する声かけ、ストーカー事

案は増加しており、特殊詐欺被害や交通事故抑

止等への対策など、警察に対する県民の期待は、

誠に大きいものがあります。また今年は、一生

に一度が大分にと言われる、ラグビーワールド

カップが県内で５試合も開催されます。

テロや警備等の対策が求められますが、警察

本部の皆さま方には、県民の信頼と期待に応え

るべく、全力で取り組んでいただきたいと思い

ます。

本委員会としても、真に安心して生活できる

大分県の実現のため、全力を傾注していきたい

と考えているところです。今後、一年間にわた

り、皆さんの御協力をいただきながら、充実し

た委員会運営に努めていきますので、どうぞよ

ろしくお願いします。

それでは、委員の皆さんの自己紹介をお願い

します。

〔委員自己紹介〕

本日は、委員外議員として堤議員三浦委員長

に出席いただいております。

次に、事務局職員を紹介します。議事課の秋

本君です。（起立挨拶）

政策調査課の佐藤君です。（起立三浦委員長

挨拶）

続きまして、執行部の自己紹介を三浦委員長

お願いします。

警察本部長の石川でございま石川警察本部長

す。

三浦委員長をはじめ、委員の皆さま方、また、

委員外議員におかれましては、平素から警察業

務の各般にわたり御理解、御協力を賜っており

ますことに対し、厚く御礼を申し上げます。

今年度も、所管常任委員会委員のお立場から、

特段の御指導と御支援を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。

さて、本年の県警察の運営にあたっては、昨

年に引き続き、運営方針を「県民とともに歩む

力強い警察」と定め、県民の立場に立った各種

施策を推進し、県民が安全で安心して暮らせる

「日本一安全な大分」の実現に向けて、職員一

丸となって全力を傾注していく所存です。

本日は、県下の治安情勢、組織及び重点事業

のほか、９月に開催を控えているラグビーワー

ルドカップ２０１９に向けた警備諸対策の推進

状況について、後ほど報告しますので、何とぞ

よろしくお願いします。

それでは、引き続き出席幹部から自己紹介を

させます。

〔幹部職員自己紹介〕

ありがとうございました。三浦委員長
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それでは、最初に治安情勢について、執行部

の説明を求めます。

県下の治安情勢の現状と取組石川警察本部長

について説明します。

お手元にお配りしている文教警察委員会説明

資料の１ページを御覧ください。

県警察では、本年の運営方針を県民とともに

歩む力強い警察、サブタイトルを「日本一安全

な大分」の実現に向けてとしています。

また、業務目標として、刑法犯認知件数１６

年連続減少、特殊詐欺被害件数１３０件以下、

交通事故死者数過去最少、重要犯罪の完全検挙

の４点を掲げ、これらの目標を達成するため、

総合的な犯罪抑止対策の推進など６項目を業務

重点として取り組んでいます。

本日は、この６項目の業務重点に沿って、県

下の治安情勢を説明します。

また、昨年中の主な取組の結果については、

お手元のＡ３版の資料、平成３０年大分県警察

業務重点の推進結果に取りまとめていますので、

あわせて御覧ください。

それでは説明資料に戻り、業務重点の一つ目、

総合的な犯罪抑止対策の推進から順に、説明し

ます。

県下の刑法犯認知件数については、昨年は過

去最少となる３，３３１件で、前年よりも６２

７件減少しています。目標の刑法犯認知件数１

５年連続減少を達成しました。また、人口１０

万人当たりの刑法犯認知件数である犯罪率では、

４年連続で低い方から全国第４位であり、犯罪

の少ない県となっています。

県警察では、本年は刑法犯認知件数１６年連

続減少との目標を掲げ各種対策に取り組んでお

り、本年４月末現在では、認知件数は９２９件

で、前年同期よりも１１４件減少しています。

この目標達成のためには、犯罪情勢の分析に

基づく効果的な抑止対策に加え、地域の犯罪情

勢に即した効果的な犯罪抑止対策の推進が必要

であり、県民の皆さまをはじめ、関係機関・団

体との連携・協働が不可欠となるため、県内事

業所と犯罪抑止活動を協働で推進するための協

定締結などに積極的に取り組んでいきます。

また、今年度も引き続き、自治会などに対し

犯罪抑止効果の高い防犯カメラの設置経費を助

成し設置する、子供見守り街頭防犯カメラ設置

支援事業を継続するなど、安全・安心なまちづ

くりを推進していきます。

さらに、幅広い世代の参加促進などによる自

主防犯活動の充実・強化が必要となることから、

学生など次世代のボランティア活動への参加促

進にも努めていきます。

次に、振り込め詐欺をはじめとする、特殊詐

欺被害防止対策については、昨年は被害件数１

２６件で、前年比マイナス１１１件と大幅に減

少しています。また、被害額も約４，３００万

円減少となっています。

しかしながら、本年に入り既に４名の高齢者

がそれぞれ１千万円を超える多額の被害にあっ

ており、被害金額については再び増加傾向にあ

ります。これまで、高齢者対策として県民の皆

さまの御理解と御協力をいただき、直接電話で

注意喚起を促すコールセンター事業とか、ある

いは金融機関などと連携したＡＴＭ振込制限、

また、あらゆる世代で被害が発生している架空

請求詐欺対策として、コンビニで電子マネーを

購入した方に対し、詐欺の手口や注意喚起を記

載した、電子マネー販売用封筒に入れて手渡す

水際阻止対策を推進して一定の成果が表れてき

たところです。引き続きこれら施策を継続して

推進していきます。

さらに、今年度にあっては、様々な方々の御

意見を伺う機会を設けた上で、関係機関・団体、

あるいは企業などと連携を図りながら、特殊詐

欺対策を進めていきたいと考えています。

次に、業務重点の二つ目、子供・女性・高齢

者の安全確保と少年の非行防止・保護対策の推

進です。

まず、子ども、女性の安全確保についてです。

ストーカー・ＤＶ事案及び声掛け事案につい

ては高止まりの状況にあり、本年も４月末時点

でストーカー事案への対応が１４３件、前年比

プラス１３件、ＤＶ事案への対応は２９６件、

前年比プラス７０件となっています。

県警察では、今春の組織改編により生活安全
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企画課のストーカー・ＤＶ等総合対策室と少年

課を統合して、人身安全・少年課を新設し、こ

の種の事案の体制強化を図ったところですが、

被害者等の安全確保を最優先とした保護対策、

また各種法令を適用した検挙・警告により被害

の防止を図り、重大事案の未然防止に努めてい

きたいと考えています。

次に、少年非行防止・保護対策についてです。

少年非行については、刑法犯少年の検挙・補

導人員は近年減少傾向ですけれども、本年４月

末現在では４９人、前年比プラス１６人と増加

に転じています。

また、児童虐待も増加傾向にあり、いじめ事

案、インターネットを通じた悪質な福祉犯事件

の発生など、少年を取り巻く環境は依然として

厳しい状況にあります。今後も、児童相談所や

関係機関と連携を図り、児童の安全確認・安全

確保を最優先とした迅速・的確な対応を推進し、

学校などと連携して少年を加害・被害の両面か

ら守る活動を推進していきたいと考えています。

次に、業務重点の三つ目、交通死亡事故の抑

止です。

交通事故死者数過去最少との業務目標の下、

昨年は、交通事故件数、負傷者数いずれも減少

するとともに、死者は３９名で、前年比マイナ

ス５人となり、４０人以下の目標を達成しまし

た。

本年５月末現在、交通事故発生件数と負傷者

数は減少傾向を維持しているものの、死者数は

１９人で前年比プラス８人と大幅に増加してい

ます。非常に厳しい情勢ということです。

死者１９名のうち１１名が高齢者で、また、

高齢運転者による死者数も７人であることから、

高齢者に焦点をあてた、交通安全教育機材を活

用した参加・体験・実践型講習会の積極的な開

催、あるいは関係機関・団体等と連携したきめ

細やかな交通安全指導等、諸対策を引き続き推

進していきます。

また、ラグビーワールドカップ２０１９の開

催に備え、交通総量の抑制について事前広報を

徹底するなど対策を講じるとともに、国内外か

ら来県する観光客などを含めた全ての人が、安

全で快適に行動できるよう横断歩道でのマナー

アップを図り、歩行者の安全を確保するための

取組を推進するほか、おもてなしの交通環境整

備事業として、摩耗した横断歩道や一時停止標

示の更新、あるいは英語併記の信号機地名板等

の整備を推進していきます。

次に、業務重点の四つ目、悪質・重要犯罪等

の徹底検挙についてです。

昨年の殺人や強盗などの重要犯罪の検挙率は

９０．５％でした。本年は４月末までに重要犯

罪が２０件発生していますが、素早い立ち上が

りと的確な組織捜査により、検挙率は９５％と

全国平均の８４％を上回っている状況にありま

す。

特殊詐欺についても、昨年は実行犯及び口座

詐欺等の助長犯を１１２人検挙し、実行犯の検

挙人員率では全国第２位となる実績をあげてい

ます。

この種の犯罪は、県民に大きな不安を与える

ものであることから、本年も迅速・的確な初動

捜査を展開するほか、各種捜査支援システムの

活用やＤＮＡ型鑑定など、最新の科学捜査力を

積極的に活用し、本年の業務目標である重要犯

罪の完全検挙の達成に向け取り組んでいきます。

次に、業務重点の五つ目、暴力団等組織犯罪

対策の推進についてです。

県内の暴力団については、昨年は１８組織、

約１７０名を把握していましたが、本年は４月

末現在、１７組織、約１５０名と減少傾向にあ

ります。しかしながら、全国的には山口組の分

裂による対立状態が継続しており、本県におい

ても引き続き警戒の必要があることから、本年

も暴力団などの取締りを徹底するとともに、行

政、各種業界及び県民が一体となった暴力団排

除活動を推進し、暴力団組織の壊滅、弱体化を

図っていきます。

薬物事犯については、昨年は９０人を検挙し

ています。前年比マイナス５人ということです

が、引き続き覚醒剤事犯のほか、本県でも増加

傾向にある大麻事犯に対する取締りに力を入れ

ていきます。

次に、最後の業務重点ですが、災害、テロ等



- 20 -

緊急事態対策及び大規模警備諸対策の推進につ

いてです。

災害対策については、昨年、県内では中津市

耶馬渓町における大規模な土砂崩れにより６名

の方が亡くなりました。

また、近い将来には高い確率で南海トラフ巨

大地震の発生も予想されており、引き続き各種

の災害対策が不可欠です。県警察では、管内実

態に即した実戦的な教養訓練等により、対処能

力の向上を図るとともに、関係機関との連携を

一層強化し、大規模災害発生時の迅速かつ的確

な対応に努めていきます。

大規模警備諸対策については、本年開催され

るラグビーワールドカップ２０１９などの大規

模警備に向けて、今春、警備対策室の体制を抜

本的に強化して、県警の総力をあげて取り組ん

でいるところです。

今後も引き続き、関係機関などと連携し、官

民一体となって警備諸対策を推進し、県民の皆

さまをはじめとして、これらのイベントに来場

される方々に大分県の安全・安心を実感しても

らいつつ、十分に楽しんでいただける環境づく

りに最大限貢献していきたいと考えています。

以上で、説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから、

質疑、御意見などはございませんか。

取るに足らない質問かも知れません高橋委員

けれども、臼杵でも何点かあるんですが、今交

差点において、歩行者と車の信号が別々になる

歩車分離があります。その普及というか進捗状

況と、当初それが入ったときに、今までは進行

方向の歩行者が青になると車も青になるという

ので、もうそれでぽんと前に出る車がかなりい

ました。今はもうほとんど慣れてるんですけど

も、歩行者の信号は青になっても車のほうは赤

のままなのに、ぽんと前へ飛び出そうになる車

が何台もあったんです。信号機の下に歩車分離

と書いてはいるんですが、慣れてない運転手の

方もかなりいる。

そういう方に対する広報活動というんですか

ね、そういう交通ルールの部分、歩車分離とい

うのがどの程度、今県内で進んでいるのか。今

後とも、ずっとそういうのを広げていくのか。

それと、そうなったときの県民への広報活動と

いうのはどうなっていくのか。２点お願いしま

す。

まず、信号が変わったときに間木村交通部長

違えて飛び出すということについてですが、こ

れはいろんなところで同じような御意見があり、

交通安全教育の場などを通じて、いろんなとこ

ろで事例を紹介をして、事故防止を呼びかけて

いるところです。

それと、歩車分離の信号機の普及状況につい

てですが、これについては、その場所の事故発

生状況とか前後の渋滞状況等を考えて、必要性

があるところに設置をしているところです。数

については、担当の交通規制課長から説明させ

たいと思います。

交通規制課長の﨑尾です。﨑尾交通規制課長

平成３０年度末で県下に１１７か所設置して

います。平成２３年以降に設置を進めて、今１

１７ということで、平成３０年度は４基設置し

ました。令和元年は３基予定をしているところ

です。

よろしいですか。（「はい」と言三浦委員長

う者あり）その他。

〔「なし」という者あり〕

委員外議員の方は、よろしいです三浦委員長

か。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに質疑もないようですので、三浦委員長

次に警察本部関係の令和元年度行政組織及び重

点事業等について、執行部の説明を求めます。

まず、①組織の概要について説明をお願いしま

す。

それでは、私から大分県警察の山田警務部長

組織概要について、お手元の文教警察委員会説

明資料２ページの組織図をもとに説明します。

大分県警察は、警察行政の民主的運営と政治

的中立性を確保するため、公安委員会の管理の

下に、警察本部及び１５の警察署で構成されて

います。

警察本部は、警務部、生活安全部、刑事部、

交通部及び警備部の５部に、２５課１所３隊１
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室を設置するほか、警察学校を附置しています。

それでは、警察本部の部ごとに説明します。

また、今春の組織改編についても説明しますの

で、机上に配布の平成３１年春の組織改編概要

についてをあわせて御覧ください。

まず、警務部は総務課、広報課、会計課、警

務課等９課で構成しています。

警務部では、第一線の警察職員が効率的に業

務を推進できるよう、組織管理や勤務環境の整

備、健康管理対策等を行うほか、働き方改革の

推進、次世代を担う優秀な人材確保のための採

用活動、新任警察官の早期戦力化や幹部の指揮

能力の強化に必要な教養の企画、情報セキュリ

ティ対策等の取組を推進しています。

次に、生活安全部は生活安全企画課等５課１

室で構成しています。

生活安全部では、総合的な犯罪抑止対策、子

どもや女性、高齢者の安全確保と少年の非行防

止・保護対策等を推進しています。今春の組織

改編により、子ども、女性等のさらなる安全確

保と人身安全関連事案への対応強化を図るため、

生活安全企画課にあったストーカー・ＤＶ等総

合対策室と少年課を統合し、人身安全・少年課

を、また、サイバー犯罪対策を強化するため、

サイバー犯罪対策課をそれぞれ新設しました。

さらに、生活安全企画課に特殊詐欺・窃盗犯

罪抑止対策官を新設し、特殊詐欺と窃盗犯罪抑

止対策を強化したところです。

次に、刑事部は刑事企画課等５課１所で構成

しています。

刑事部では、悪質・重要犯罪等の徹底検挙へ

の取組や暴力団等組織犯罪対策等を推進してい

ます。

今春の組織改編により、県下で発生する幅広

い刑事事象に柔軟に対応するため、機動捜査隊

を捜査第一課から刑事部を統括する刑事企画課

に移管し、初動捜査体制を強化したところです。

続いて、交通部は交通企画課等４課２隊で構

成しています。

交通部では、高齢者の交通事故防止対策、交

通安全意識の高揚及び事故分析に基づく交通指

導取締り等、交通事故防止対策を推進していま

す。今春の組織改編により、運転適性相談業務

の充実を図り、高齢運転者に係る交通事故防止

対策を強化したことろです。

次に、警備部は警備第一課等２課１隊で構成

しています。

警備部では、災害・テロ等突発重大事案対策

を中心とした取組を推進しています。本年は、

ラグビーワールドカップ２０１９の開催をはじ

め、国内で多くの大規模イベントが予定されて

いることから、警備対策室を中心として、これ

ら大規模警備に万全を期すこととしています。

説明資料３ページをお開きください。

警察署については、資料にあるとおり１５署

です。

また、説明資料４ページ以降、１２ページに

かけては、ただいま申し上げた警察本部５部２

５課１所３隊１室及び警察学校の分掌事務を掲

載していますので参考にしていただきたいと思

います。

以上で、説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから、

質疑、御意見などはございませんか。

警察署で、かつて臼杵と津久見は別高橋委員

々に臼杵警察署と津久見警察署があって、何年

前かもう覚えてないんですけど、臼杵津久見と

統合された形になっています。多分、津久見は

市で唯一警察署がないのかな。その津久見市は

今どうなっているんでしょうか。

臼杵津久見警察署については、山田警務部長

平成２４年に臼杵警察署と津久見警察署を統合

する形で現在の警察署の形になりました。津久

見市については、津久見幹部交番を設けていま

す。そこで通常の交番業務のほかに、交通関係

等の業務を一部担うという形で、津久見の皆さ

ま方にも御不便がかからないような形で対応し

ているところです。（「ありがとうございまし

た」という者あり）

ほかにありませんか。三浦委員長

〔「なし」という者あり〕

委員外議員の方は、ありませんか。三浦委員長

〔「なし」という者あり〕

ほかに質疑もないようですので、三浦委員長
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②警察本部当初予算関係について説明をお願い

します。

令和元年度警察費当初予算の概田原会計課長

要について説明します。

お手元の文教警察委員会説明資料の１３ペー

ジをお開きください。

令和元年度警察費当初予算額は、表の左から

二つ目の欄、令和元年度当初予算額（Ａ）の一

番上、警察費の合計欄に記載のとおり、２６２

億７，１３１万７千円です。

これを平成３０年度当初予算額（Ｂ）と比較

すると、表の左から四つ目の欄、増減額（Ａ）

－（Ｂ）欄に記載のとおり、１２億２，２２４

万５千円の減額、率にして４．４％の減となっ

ています。

内訳ですが、まず、人件費について表の一番

左、区分・目名欄の上から２行目、人件費のう

ち警察本部費の欄を御覧ください。人件費の令

和元年度当初予算額（Ａ）は、２０８億１，５

０５万２千円で、退職者の減少に伴う退職手当

の減額等により、平成３０年度当初予算額

（Ｂ）と比較すると２億７，６１０万２千円、

率にして１．３％の減額となっています。

次に、事業費について区分・目名欄の下から

２行目、事業費の小計欄を御覧ください。事業

費の令和元年度当初予算額（Ａ）は５４億５，

６２６万５千円で、鑑識科学センターの建設工

事の完成等により、平成３０年度当初予算額

（Ｂ）と比較すると９億４，６１４万３千円、

率にして１４．８％の減額となっています。

１４ページをお開きください。主要事業につ

いて説明します。

最初に一番左の事業名欄、一番上の交通事故

総量抑止対策推進事業費です。

その右の令和元年度当初予算額の欄を御覧く

ださい。予算額は２，６００万円です。

その右の概要欄を御覧ください。県民全体の

交通安全意識の高揚に向けた取組を強化するた

め、新規の項目として、横断歩道付近の運転マ

ナーの向上に重点を置いた広報活動及びモデル

横断歩道における街頭啓発活動を新たに実施す

るものです。これは、歩行者事故における死傷

者の約６割が道路横断中であったことなどから、

運転マナー向上のためのテレビＣＭや新聞広告

による広報活動及び横断マナー向上のための県

民と協働した街頭啓発活動を行うものです。

次に、その下の１１０番通信指令システム管

理事業費６，４３６万２千円については、来年

２月に現行の１１０番通信指令システムのリー

スが終了することから、より高度化した通信指

令システム及び総合指揮室映像表示システムを

更新整備するものです。新しい１１０番通信指

令システムには、大規模災害等発生時に激増す

る１１０番通報に対応するため、新規の項目と

して、非常用１１０番受理端末を新たに４台整

備します。

また、通信指令室での１１０番通報の受理が

不能となった場合に、警察署で１１０番通報を

より円滑に受理できるよう新規の項目として、

主要警察署等に可搬型通報受理端末を新たに５

台整備します。

その下の警察無線機更新事業費１億１，５１

８万５千円については、新規事業です。

これは、電波法の下位規程である無線設備規

則の改正に伴う規格変更に対応するため、今年

度から２か年で更新整備したいと考えており、

その初年度分として車載用無線機１５２台の更

新整備を行うものです。

その下の国東警察署整備事業費２億１，２５

６万８千円については、国東警察署の移転建て

替えを行うため、用地の取得・造成及び実施設

計等に要する経費です。移転場所は、国東市役

所に隣接する、くにさき総合文化センター南側

民有地の一角で、現在の国東警察署から南方約

２８０メートルの位置にあります。

その下の交通安全施設整備費６億１，０９１

万４千円については、道路交通の円滑化と安全

を確保するため、信号機や道路標識等の整備を

行うものです。

最後に一番下の、おもてなしの交通環境整備

事業費７，８２３万４千円については、ラグビ

ーワールドカップ２０１９大分開催に備え、国

内外から来県する観光客等にとって、安全で快

適な交通環境を整備するため、摩耗の進んだ横
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断歩道の改修等を３か年で集中的に行うことと

しており、その２か年目です。

以上が、令和元年度警察費当初予算の主要事

業です。次のページから、目別の事業概要を添

付しておりますが、説明は省略します。

以上で、説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから、

質疑、御意見などはございませんか。

防犯カメラの設置促進という阿部（長）委員

項目がありましたけれども、これは予算のどこ

に反映されているのか。これは装備費か何かに

なるのかも知れませんけども、防犯カメラとい

うのは何基ぐらい設置予定だとか、分かれば教

えていただきたい。

防犯カメラの設置事業です。筒井生活安全部長

これは平成２９年から３か年計画で、子供見守

り街頭防犯カメラ設置支援事業ということで実

施しています。その前の３か年、２６年から２

８年にも街頭防犯カメラ設置促進事業をやって

いまして、５年目を迎えています。これによっ

て防犯カメラは、４２か所１８５台を現在設置

しているところです。３か年事業の平成３１年

度、今年度で最後になりますけれども、設置を

進めていきたいと考えています。

すいません、認識が余りなか阿部（長）委員

ったので。私が市議会議員のときに、杵築に防

犯カメラを行政が設置をしてはどうかというこ

とも発言したんですけれども、これは行政と警

察との連携というのは、どういった形になって

いるんでしょう。

大分県の安全・安心まちづ筒井生活安全部長

くり条例に防犯カメラの設置を促進する条項が

盛り込まれていて、県警としては予算化を図っ

て、設置するのに５０万円以下で半額を支援を

しています。警察署を通じて各自治会にいろい

ろと紹介をしているところです。

自治会ということは、市町村阿部（長）委員

じゃなくて、対自治会ということですか。

基本的には各自治会にお願筒井生活安全部長

いをしていますけれども、当然防犯ですので、

市町村との連携を図りながらということです。

分かりました。ちなみに我々阿部（長）委員

の杵築の田舎辺りはまだないんですけど、お隣

の日出町は設置があるようですが、杵築でもそ

ういった話は今まであったことがありますか。

過去の話合いは、ちょっと筒井生活安全部長

分かりませんが、日出町ではかなり多くの地区

で設置されているようですので、いずれにして

も杵築日出警察署管内で、また、杵築幹部交番

もありますので、しっかり働きかけていきたい

と思います。

人口の少ない寂しいところで阿部（長）委員

すけれども、ぜひ防犯カメラの設置をお願いし

ます。

当初予算ですが、この中に盛り込ま小嶋委員

れていると思われる、非常に細かい話で恐縮で

すけど、一つは警察ボランティアってあります

よね。警察ボランティアの方々が活動するにあ

たって、私が漏れ聞いた話ではありますが、年

間に５千円ぐらいの手当というのか、何らかお

金が出るということを聞きました。様々に引か

れて、それで生計を立てようと思って出てるわ

けでも何でもないですけど、年間に手元に残る

のは千円か２千円ぐらいだということで、それ

に不満を持っているというよりも、やっている

ことに対する対価ではありませんが、やってい

ることに対する謝礼という意味では、額が少額

ではないかという思いを持たれている人がいる

と聞いています。これ以上言うと、言ってる人

が特定されると悪いので余り言いませんが、警

察がお金を出すのは、なかなか難しい問題とは

思うんですが、そういうボランティアに対する

対処について、ぜひ今年度検討いただけないか

なというのが１点です。

それから、私も地域の交通安全協会に関係し

ていますが、地域の交通安全協会と警察との位

置付けですね、警察における安全協会の位置付

けがどのようなものであるかということをお伺

いしたいんです。それはどういうことかと言う

と、最近、非常事態宣言、結構頻発しています

よね。旗をなおしたと思ったら、また出さなき

ゃいかん、なおしたと思ったら出さないかんと

いうのが先月２回か３回連続したんです。それ

で、皆さん真面目だから言われれば出すんです
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ね。

ただ、これは警察の行事とはちょっと異なる

と思うんですね。あくまでも交通安全協会の自

主的なことではあるんですけど、交通安全非常

事態宣言を発するのは地域の署長が発するんで

すね。それで交通安全協会の皆さんがちょっと

翻弄されているところがあって、これは大変だ

なと。これにお金を付けろとかいうことではな

いんですよ。だけど、警察にとって交通安全協

会がどういう位置付けなのかということを少し

明確にしてあげないと、何かやりがいがないと

いう思いを持っている方もいらっしゃるようで

すので、少しそこを明確にしていただければと

思います。

ボランティアということで、筒井生活安全部長

少年警察ボランティアの関係で言いますと、県

下の定員が９４３名で、現在実員が８４５名い

ます。その内訳が、少年補導員、少年指導委員、

サポーター、大学サポーターということです。

報酬というか、活動の謝金として現在支給して

いるのが、委員御指摘の少年補導員で年間５千

円です。少年指導委員が月に２千円の年間２万

４千円。それからサポーターも月に２千円の年

間２万４千円、大学生サポーターは１回の活動

につき１，８００円ということで謝金をお支払

いしているところです。これは、やはり予算の

関係がありますので、ここで確約はできません

けれども、できるだけ努力していきたいと思っ

ています。

交通安全協会は県や市町村にお木村交通部長

ける交通安全活動の中核を担う団体として、交

通安全の啓発や交通安全教育とか、いろんな指

導と県民の皆さんに関する生涯教育を担うとい

う、警察とは切っても切れない関係機関です。

非常事態宣言については、死亡事故がありま

すと、署長名で非常事態宣言を出したり、また

連発しますと市などの自治体の交通局の会長で

ある市長の名前で出したり、県下一円で発生す

れば県知事名で出したり、その前段として警察

本部長名で発したりと、いろんな形があります。

御指摘のように３月末から大分市内で少し連

発しました。事故の内容によって必ずしも発生

したら宣言を発するというものでもないんです

けど、やはり県民の皆さまにお知らせをするた

めにやっています。御指摘のように安全協会の

皆さんとか、旗を出してくださるボランティア

の皆さんに御負担をかけているというのも分か

っているんですが、県民の皆さんにお知らせす

るということでやむを得ず宣言しているという

部分もあります。事故の内容によっては、死亡

事故に計上されても非常事態宣言しない場合も

あるんですけれども、そういった意味合いでや

っているのが実情です。

ありがとうございました。非常事態小嶋委員

宣言の旗を出すのが嫌だということではない、

それは積極的に出さないと地域の人が巻き込ま

れることだってありますから、それは我々も一

生懸命責任を持ってやっています。

ただ、交通安全協会に入る人が、今極めて少

なくなって、実態として免許更新時の３割ぐら

いということらしいですね。それによる財政運

営ですから、もう各地域の交通安全協会の支部

も非常に苦しい状況ではあるんですが、お金じ

ゃないということで意気に感じてやっているん

です。その点で、ぜひ幹部が、特に本部長が年

に１回ぐらい、やっているところに激励に、車

に乗っていただいて、一の日でも、あるいは月

初めの朝でもいいんですけど、御苦労さまとい

うことで声をかけてくれるといいな、また頑張

るんじゃないかなと思うんです。そこはぜひ考

慮をいただけるとありがたいと思います。よろ

しくお願いします。

ほかに。よろしいですね。三浦委員長

〔「なし」という者あり〕

委員外議員の方は、いいですか。三浦委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに質疑もないようですので、三浦委員長

これをもちまして、令和元年度警察本部関係の

行政組織及び重点事業等を終わります。

次に、執行部より報告したい旨の申出があっ

たのでこれを許します。

ラグビーワールドカップ２０１９に向けた警

備諸対策の推進状況について、説明をお願いし

ます。
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ページを御覧ください。

ラグビーワールドカップ２０１９の開催も残

り４か月を切りました。県警察としては、本警

備を本年の最重要課題と位置付け、本県を訪れ

る多くの方が試合を安心して観戦していただく

とともに、大分県を楽しんでいただけるよう警

備諸対策を推進していますので、現在の進捗状

況について説明します。

まずは、準備体制の確立についてですが、昨

年１月に国民文化祭やラグビーワールドカップ

警備等大規模警備を的確に行うため、警察本部

内に本部長を長とする大規模警備対策委員会を

設置しています。

さらに、昨年４月には、ラグビーワールドカ

ップ警備準備本部を立ち上げるとともに、警察

本部内に警備第二課長を長とする警備対策室を

設置した後、本年４月に体制を約５０名に拡充

し、警備諸対策を推進するための体制を強化し

たところです。

加えて、ラグビーワールドカップ２０１９組

織委員会地域支部に警部１名を追加で派遣して、

連携の強化を図ったところです。

先月の５月１０日には、第１０回目となる委

員会を開催し、定期異動後の新体制において、

今後の警備方針等について協議・検討を行った

ところです。

また、資料右上の表に記載のとおり、これま

で、昨年６月のテストマッチの警備と問題点の

抽出、地域支部や県推進課等関係機関との連携

強化や意見交換、会場周辺の交通規制に関する

関係機関との協議や検証などを行い、本番に向

けた問題点の抽出と各種対策の検証等を中心に

諸対策を推進してきました。

次に、警備本番に向けた各種対策については、

資料中段から下段にかけて写真を貼付していま

すが、本年に入り本番を想定した事案対処能力

の向上を目的として、関係機関と協働して、Ｊ

Ｒ大分駅におけるテロ対処訓練、大分空港にお

ける保安検査場すり抜け防止対処訓練などを実

施したほか、サイバーテロ対策として、ラグビ

ーワールドカップ関係機関によるサイバーテロ

対策会議、また、重要インフラ機関や県のラグ

ビーワールドカップ関係機関等を招いたサイバ

ーテロ対策協議会等を実施したところです。

このほか、来県する外国人への的確な対応等

を図るため、外国語を含めた警備広報、いわゆ

るＤＪポリスと言われているものですが、その

訓練、地域警察官等の語学対応力の向上を目的

とした外国語競技会を開催したところです。

今後も、県民の皆さま方の御理解と御協力を

求めながら、引き続き大会の円滑な進行と県民

や来県者の安全と安心を確保するための諸対策

を推進していきます。

以上で、説明は終わりました。三浦委員長

これより質疑に入ります。委員の皆さまから、

質疑、御意見などはございませんか。よろしい

でしょうか。

〔「なし」という者あり〕

委員外議員の方はいいですか。三浦委員長

〔「なし」という者あり〕

以上で、予定されていた案件は終三浦委員長

わりました。

この際ほかに何かありませんか。

〔「なし」という者あり〕

別にないようでありますので、こ三浦委員長

れをもって警察本部関係を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔委員外議員、警察本部退室〕

これより、内部協議を行います。三浦委員長

まず、県内所管事務調査について、事務局か

ら説明させます。

〔事務局説明〕

以上、事務局から説明させました三浦委員長

が、この行程で決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」という者あり〕

それでは、この案で実施すること三浦委員長

とします。

欠席や別行動となる場合は、早めに事務局に

連絡してください。

また、今後調整が必要になった場合は、私に

御一任いただきたいと思います。
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次に、県外所管事務調査についてですが、事

務局から説明させます。

〔事務局説明〕

それでは、９月１１日水曜日から三浦委員長

１３日の金曜日にかけて県外所管事務調査を実

施したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」という者あり〕

それでは、県外所管事務調査につ三浦委員長

きましては、９月１１日から、１３日までの３

日間の日程で実施することとします。

調査箇所については、事務局に実施案を作成

させ、第２回定例会の常任委員会でお示しした

いと思います。

なお、細部については、私に御一任願います。

以上で予定されている案件は終わりました。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも三浦委員長

ちまして委員会を終わります。

お疲れさまでした。


